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「国家戦略特区における保険外併用療養の特例」の対象医療機関の選定について 

 

○ 「国家戦略特区における保険外併用療養の特例」の対象医療機関の選定について、

10 月１日に開催された先進医療会議において検討を行った。 

 

○ 医療機関から提出された申請書を基に全構成員（当該医療機関に所属している構成員を

除く。）が事前評価を実施した上で、先進医療会議に出席した神奈川県及び横浜市より、

国家戦略特区における戦略性について意見を聴取し、判定に係る議論を進めた。以下の

１医療機関からの申請に対し、「適」と判定した。 

 

公立大学法人 横浜市立大学附属病院  評点：23.1 点 

（項目１：９点、項目２：6.8 点、項目３：7.3 点） 

 

○ なお、神奈川県及び横浜市からの意見聴取において、先進医療会議構成員から以下のよ

うな発言があった。 

 全体として良い取組が進められており、評価したい。これらの取組は病院としても

財政的な負担が見込まれるものであるが、行政が財政的支援を行っていただくこと

は良いのではないか。継続していただきたい。 

 人材について、短期間で揃えてきているが、今後、拡充することが望まれる職種も

ある。確保に係る取組を継続するとの意思があることから、引き続き注視していき

たい。 

 医療機関のネットワークを構築していくとのことであるが、「今後、県内他大学との

連携を発展させていく。」との追加発言もあったことから、有効に機能させていくた

めに、行政側が積極的に調整役として参画することや当該医療機関が県内の医療機

関をとりまとめるリーダーとして、役割を発揮することが必要と考える。 

また、これらを実現させるためには、質の高い臨床研究計画の立案能力、研究倫理

審査能力、及び十分な研究支援体制が必要であるが、最近始められた研究計画の質

の向上の取組が院内に定着し、優秀な人材がその能力を発揮できるようにするなど、

院内の環境整備がより一層進められていくよう、これらの進み具合について、引き

続き注視していきたい。 

 過去に歴史的な医療事故が発生したこともあったが、当該医療機関内の環境整備や

意識改革といった取組が進んできていると言える。先進医療を含む臨床研究を適切

に進めていくためにも、以前のような状況に戻らないよう、先進医療会議としては、

先進医療技術の申請も踏まえつつ、取組がきちんと機能するか注視していきたい。 

 

○ これら、神奈川県及び横浜市からの意見聴取の際の先進医療会議構成員からの発言の内

容について、当該医療機関に伝達することとした。 
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